
  

 

 

２月１２日（日），子どもたちが楽しみにしていた松葉ウインターフ

ェスタが開催されました。コロナ禍で 1 部，2 部にわけての開催で，体

育館と校舎内を使い，さまざまなワークショップが開かれ，たくさんの

子どもたちで大盛況でした。先生がたや PTA，体育委員，消防団，お父

さん隊のかたがたが，やさしく，丁寧にサポートしてくださったので，

子どもたちもスタンプカードをもって，たくさんチャレンジすることが

できました。 

 

【手づくり小物販売】 

手づくりマスク，給食セット，ヘア

アクセサリーなどが子どもたちが買い

やすい値段で販売され，行列ができて

いました。「おそろいで買おうよ。」

「これは妹にプレゼントするんだ。」など，子どもたちは思い思いに買

い物を楽しんでいました。 

 

【パットでゲット】【ストラックアウト】 

 狙いをさだめて真剣な表情をみせる子

どもたちの中には，地域の野球チームに

所属している児童も挑戦していました。

楽しさはさまざまです。 
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【〇✕クイズ】 

「TOKIO と嵐，先にデビュー

したのは TOKIO である。〇か✕

か？」とマニアックなクイズがた

くさん用意されていました。子ど

もたちは真剣に考えて床に書かれ

た〇や✕の答えを選び移動してい

ました。 

 

【ペーパークラフト】 

図工室でのペーパークラフトは行列

ができるほど大人気でした。時間が限

られている中でたくさんの子どもたち

が体験できるように，他のブースから

助っ人の役員さんもかけつけていまし

た。「上手にできた。」「楽しかった。」

と喜んでいる子どもたちの笑顔の陰に PTA

役員のかたがたの連携プレーも光ります。 

 

 

他には教室内で【カンカンタワー】【わなげ】，外では【スーパーボ

ールすくい】や【風船ダーツ】で大盛況，各ブースで景品のお菓子をた

くさんもらった子どもたちの手にはお菓子がいっぱいでした。 

 

 

 

 



     

 

【めだかすくい】 

黄色のめだかを予想していたら、なんと

赤，黒，銀色のめだかがたくさんいまし

た。こんなに豪華なめだかすくいは松葉ウ

インターフェスタでしかできないかもしれ

ないとばかりに，ポイを片手に真剣なまな

ざしをそそぐ子どもたちがいました。天然

記念物の金魚も展示されていて，めだかと金魚の博物館になっていまし

た。 

 

 最後に豪華賞品が当たる抽選発表を確認する子どもたちの目は真剣そ

のもので，穴があくほど何度も自分の数字を探している児童もいまし

た。当たっても外れても，いろんな事を友達と話しながら帰っていく姿

を見て，準備や開催にあたってくださった関係者の皆様も笑顔になって

いるようでした。 

 

 夏休みにできなかった松葉サマーフェスタは，季節を越えて，コロナ

禍でもできる形を模索し続け，松葉ウインターフェスタの開催へとつな

げることができました。来年度もまた，子どもたち，先生がた，保護者

みんなが笑顔でつながるイベントが開催されていることを願っていま

す。 
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